
フェードアウト時の第１山場
では、谷底は浅い。
（諦めないで、しばらくＷatch！）

思い出した頃
短時間浮き上がる時がある。

ほとんどの局は他に移っているので
One chance！

狙いだ
（但し尻切れトンボがある）
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－３０ｄｂライン

安定的ＱＳＯの領域

混信なければ交信成立領域

Z軸＝地域

X軸：時間経過

第２の谷間

JT６５Aに見た21MHzの

ゲレーライン時間帯のコンデション状況解説図

日の出時間帯 日没時間帯地域

－１０ｄｂライン

－２０ｄｂライン

時の運　受信技術発揮領域

デコード能力や環境ノイズ影響領域

マーカー局のCQに対する応答を観察し、
本日のCondexを予想する

オープン前の第１の谷場
（慌てないで、しばらくＷatch！今
日はどの程度コンデションが上
がるであろうと思案を巡らす至福
のひと時）

第２の谷間

日没時の現象は
山と山、谷と谷の時間が

日出時間現象に比して長いスパンをとる。
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－０ｄｂライン

主に米国中西域・南米地域 主にオセアニア・極東アジア地域

※日により、バンドにより長い短いがある
一般的に春先は短く、夏・秋季は長い

太陽が頭上にある時

主にロシアEU域・ヨーロッパ地域

－２０ｄｂ一般的なCW交信認識ライン

ー26db我局の最深デコード認識記録：１７頁

ー36dbデコードの実証記録

ｆ =21076MHz DF;-1KHz～+1KHz、28/14MHz

観測期間；2014-10-24 ～ 2015-1-7
設備；１０W　短縮GP（屋根先より給電部約１mH）

 


